
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3038 

令和５年度 理数科 

 

教科 理数 科目 
（学）理数基礎化

学 

単位数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 化学基礎（数研出版） 

副教材等 ベストフィット 化学基礎 新課程（実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、まず講義で基本的な知識を学び、科学的な見方・考え方を身に着けてもらいます。そ

して学期ごとにその章の内容に関連した実験を行いますので、机上で学んだこと(学ぶこと)と結び

付けて理解を深めて下さい。 

・小テストや問題集の課題でその都度、習熟度を確認してもらいます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・日常生活や社会と関連させながら、物質とその変化について理解する。 

・観察・実験を踏まえ、基礎的な知識と技能の習熟を図る。 

・得た知識を主体的かつ的確に活用し、科学的に探求しようとする態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

 日常生活や社会との関連

を図りながら、物質とその

変化について理解し、基礎

的な知識を身に着けてい

る。また、科学的に探究す

るために必要な観察、実験

などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身

につけている。 

日常生活や社会に対しての

物質とその変化の関連を実験

なども踏まえて、理解し身に

つけ、事象を多面的な視点で

捉え、的確な知識をもとに論

理的・科学的に考察し、表現

できる。 

 

 日常生活や社会に対しての

物質とその変化の関連に関心

をもつとともに、科学的な考

え方や見方の良さを認識しつ

つ、それらを積極的に活用し

ようとする。また、自身の学

習を振り返り、評価・改善を

しようとする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 

物

質

の

構

成 

と

化

学

結

合 

第 1 章 物質の構成 

1 純物質と混合物 

2 物質とその成分 

3 物質の三態と熱運

動 

a:化学と人間生活について化学

の特徴を捉え、物質の分離・精製

の仕組みを理解し、それらの技能

を身に着けている。 

b:実験などを通して事象の考察

や表現をすることができる。 

c:化学の特徴に関心をもつとと

もに、それらの有用性を認識し、

事象の考察に活用しようとして

いる。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

 

パフォーマ

ンス課題 

 

 

 

パフォーマ

ンス課題 

 

提出ノート 

 

観察 

 

第 2 章 物質の構成

粒子 

1 原子とその構造 

2 イオン 

3 周期表 

 

a:原子の構造、イオン、周期

表に関する基本的な概念を理

解し、知識として身に着けて

いる。 

b:原子の構造を理解し、イオ

ンの生成過程や周期表に対し

て関連づけて表現している。 

c:原子の構造や周期表に対し

て関心をもつとともに、それ

らの有用性を認識し、事象の

考察に活用しようとしてい

る。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

 

パフォーマ

ンス課題 

 

 

 

パフォーマ

ンス課題 

 

提出ノート 

 

観察 

第 3 章 粒子の結合 

1 イオン結合とイオン

結晶 

2 共有結合と分子 

3 配位結合 

4 分子間にはたらく

力 

5 高分子化合物 

6 共有結合の結晶 

7 金属結合と金属結

晶 

a:各種の結合の生成過程や様

式の違いを理解し、知識とし

て身に着けている。 

b:各種の結合に関する知識を

もとに、様々な結晶を様式ご

とに分類し、結晶の性質を表

現している。 

c：各種の結合や分子間の相互

作用に対して関心をもつとと

もに、それらの有用性を認識

し、事象の考察に活用しよう

としている。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

 

パフォーマ

ンス課題 

 

 

 

パフォーマ

ンス課題 

 

提出ノート 

 

観察 
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二
学
期 

物
質
の
変
化 

第 1 章 物質量と化学

反応式 

1 原子量・分子量・式

量 

2 物質量 

3 溶液の濃度 

4 化学反応式と物質

量 

a:物質量の概念を理解すると

ともに、的確に使い分ける技

能を身につけている。 

b:物質量の概念を用いて化学

反応式の量的関係を考察し、

表現している。 

c:物質量の概念に関心をもつ

とともに、それらの有用性を

認識し、事象の考察に活用し

ようとしている。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

 

パフォーマ

ンス課題 

 

 

 

 

パフォーマ

ンス課題 

 

提出ノート 

 

観察 

 

第 2 章 酸と塩基の反

応 

1 酸・塩基 

2 水素イオン濃度と

pH 

3 中和反応と塩 

4 中和滴定 

a:酸と塩基それぞれの性質を

理解し、実験などに関する技

能を身につけている。 

b:酸と塩基の性質をもとに事

象を論理的に考察し、量的関

係等の概念を用いて表現して

いる。 

c:酸と塩基の性質に関心をも

ち、それらの有用性を認識し、

事象の考察に活用しようとし

ている。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

 

パフォーマ

ンス課題 

 

 

 

 

パフォーマ

ンス課題 

 

提出ノート 

 

観察 

 

三
学
期 

第3章 酸化還元反応 

1 酸化と還元 

2 酸化剤と還元剤 

 

a:酸化と還元の概念を理解

し、知識を身に着けていると

ともに、事象に対して表現・

処理する技能を身につけてい

る。 

b:酸化と還元の考え方を用い

て、事象の考察や、表現をし、

その過程を振り返ったりする

ことなどを通して、科学的な

見方や考え方を身に着けてい

る。 

c:酸化と還元の概念に関心を

もち、身近な反応としてある

ことから、それらの有用性を

認識し、事象の考察に活用し

ようとしている。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

 

パフォーマ

ンス課題 

 

 

 

 

パフォーマ

ンス課題 

 

提出ノート 

 

観察 
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3 金属の酸化還元反

応 

4 酸化還元反応の利

用 

a:酸化と還元の概念を理解

し、知識を身に着けていると

ともに、事象に対して表現・

処理する技能を身につけてい

る。 

b:酸化と還元の考え方を用い

て、事象の考察や、表現をし、

その過程を振り返ったりする

ことなどを通して、科学的な

見方や考え方を身に着けてい

る。 

c:酸化と還元の概念に関心を

もち、身近な反応としてある

ことから、それらの有用性を

認識し、事象の考察に活用し

ようとしている。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

 

パフォーマ

ンス課題 

 

 

 

 

パフォーマ

ンス課題 

 

提出ノート 

 

観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


